
○障害者施設等整備関連事業費

（１）目 的

障害のある人の福祉を向上するため、障害者支援施設等を整備する社会福祉法

人等に対して助成する。

（２）事業概要

＜参考＞県内の施工事例

障害者支援施設の整備事例 特殊浴槽の整備事例

区 分 内 容 R6 当初

障 害 者 施 設 等

整 備 費 助 成

障害者支援施設等の整備に対する助成

・対象整備：新築、改築、大規模修繕 ほか

・補 助 率：国 1/2、県 1/4

389,200

重 度 障 害 者 対 応

グループホーム整備

事業費助成(新規)

重度障害者を受け入れるグループホームの整

備に対する助成

・対象整備：重度障害者受入時に必要となる

施設整備・設備整備 ほか

・補 助 率：県 2/3

14,000

計 403,200
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○医療的ケア児等総合支援事業費

（１）事業目的

医療的ケア児等が地域で安心して生活するため、医療的ケア児等支援センターを

運営するとともに、相談体制の整備や人材養成、関係機関の連携等を推進する。

（２）事業概要 （単位：千円）

区 分 内 容 Ｒ６当初

支援体制の整備

医療的ケア児等支援センターの運営

・相談スタッフ２人配置

・アドバイザー等による出張相談

・地域の支援体制の強化のため、スーパーバイザ

ーを配置（新規）

・医療的ケア児等コーディネーターと市町、関

係機関等とのネットワーク構築 ほか

15,562

人 材 の 養 成

ケアスタッフの養成

介護従事者・看護従事者：各 80 人

医療的ケア児等コーディネーターの養成 ほか

3,908

広報・情報提供
高等学校等での講義

当事者家族向けの制度説明会･交流会の開催 ほか
1,188

関係機関との

連 携

ネットワーク会議

看護師等の情報交換会 ほか
1,972

そ の 他 市町事業への県負担分助成 2,570

計 25,200
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○自殺対策関連事業費

（１）目 的

誰も自殺に追い込まれることのない社会を実現するため、身近な地域における

自殺対策を総合的に進める。

（２）事業概要

区 分 内 容 R6 当初

自

殺

総

合

対

策

事

業

費

若年層対策

・若者こころの悩み相談窓口の設置

（24時間 365日）
・若年層こころのセルフケア講座の開催 ほか

25,895

自殺未遂者支援 ・自殺未遂者支援研修（１回） 314

対面電話相談
・こころの電話相談

・いのちの電話休日・夜間委託 ほか
8,755

人 材 養 成 ・ゲートキーパー養成研修 ほか 7,050

普 及 啓 発
・自殺予防週間、自殺対策強化月間キャンペーン

・メディアを活用した啓発動画の配信
3,871

市 町 支 援 ・市町自殺対策事業への助成 ほか 54,717

静岡ＤＰＡＴ整備
・静岡ＤＰＡＴ連絡協議会、研修会の開催

・災害拠点精神科病院の設備等整備助成 ほか
2,996

そ の 他
・市町・県民への情報発信

・自殺対策連絡協議会の開催 ほか
4,402

小 計 108,000

ＳＮＳ悩み相談

窓 口 事 業 費

（自殺対策分）

・ＬＩＮＥ相談の実施（毎日実施） 43,200

計 151,200
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○精神障害者権利擁護推進事業費

（１）目 的

精神保健福祉法の改正に対応するため、精神科病院の入院者の訪問支援や虐待

対応の体制整備等を行う。

（２）事業概要

区 分 内 容 R6 当初

入 院 者 訪 問

支 援 事 業 費

医療保護入院患者等の訪問支援

・推進会議、実務者会議の実施

・訪問支援員養成研修

・訪問支援の実施

件数：150 件

10,000

精神医療審査会

関 連 事 業 費

精神医療審査会の開催等

・精神科病院からの入院届、入院更新届、

入院者の退院請求等の審査

・精神科病院による報告書作成料

19,500

精神科病院虐待対

応体制整備事業費

虐待対応の体制整備

・虐待通報に対する事実確認、立入検査

・困難事案へのアドバイザー派遣

・研修会の開催

2,500

計 32,000
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